
互幸会議・主宰

株式会社企画塾・代表取締役塾長
高橋憲行

互幸会議
GOKO KAIGI

MP機構
Marketing Planners

NET CHANNEL

2025.01号

激動する世界,日本,ビジネス
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迷走する世界のなかの日本

AI時代の到来を見据える
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2025年、激動する世界とビジネス

日本経済は、長期低落へ !!

トランプ米大統領と米中関係、世界ビジネスへの影響

流動的になる世界、日本、そしてビジネス環境

インフレ(物価高騰)が影響する各業界の変化

2024年問題、人材不足が各業界内に大きな地殻変動

DX、リモートと超域化、省人化とロボット化へ

日本の政局、大きく不安定化と、政策の混迷

明確な対策なく、日本経済は沈下してゆく
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ビジネスは、企画,マーケティングですが……

実は情報社会がライフワーク

ところで、私のライフワークの原点

鳥取県のド田舎の禅寺
で、戦後すぐ生まれる
（鳥取県東伯郡花見村・

現,湯梨浜町）

まったく勉強せず、結果、
野山を駆け巡り、魚や虫
をとり野草を観察
なぜか実家には世界地図、
日本地図があり、ちょっ
と興味を持つ

田舎を抜け出すた
めに大学に行く
高校３年12月から
受験勉強！

大学も単位のみと
り、バイト、学生
ベンチャーと遊び
や飲み会三昧

1969年、偶然にも
林先生の著書
「情報化社会」を
読み衝撃を受ける

著作を書いたのは先
生の影響は大きい

地理を異常に好きだ
ったこと
図面作成も好きだっ
たことも著作に好影
響を与えた

大学院では大
型コンピュー
タで図形処理
等を扱い、
日本最初の
CGシンポジ
ウも

企画書は
情報処理
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人類の歴史と、社会の変遷、そしてあなたの立ち位置

今、あなたはどこを生きているか !!

時代の歴史的な潮流

先史時代 農業社会 工業社会 情報社会 知識社会 統合社会
●BC8000年頃
農耕革命！

●1760年代
産業革命！

●1950年代
情報機器革命！

●2010年代
IT革命！

●2030年代
ロボット革命！

前期 ●開発時代
技術革命！

後期
●大衆化
量産,大衆化！

●生態系を掌握
備蓄の始まり

●機器システム開発
機器の開発

●情報機器開発
情報処理System

●情報処理の高度化
情報生産性高度化

●ロボット開発
各種機器開発

前期
●開発時代
技術革命！

その特性(産業特性)

●生態系掌握競争 ●機器開発競争 ●情報機器開発競争 ●IT開発競争 ●ロボット開発競争前期
●開発時代
技術革命！

国家や企業の競争特性

●BC3500年頃
生存革命！

●1910年代
生活革命！

●1990年代
PC革命！

●2020年代
AI革命！

●2040年代
統合革命！

後期
●大衆化
量産,大衆化！

●生態系一般化
人口の増加

●量産化
生活機器普及

●情報機器開発
PC化,一般化

●情報処理の高度化
情報取得一般化

●ロボット開発
Robotの普及

後期
●大衆化
量産,大衆化！

地域シェア競争

（戦争！）
市場シェア競争

（企業間競争）
市場シェア競争

（企業間競争）
マインドシェア競争

(NW競争)
●Robot導入競争

統合競争
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知識社会

簡単に描くと…

高橋は、この５年来、歴史とフレームに注力 !!

混沌の時代には
一度、歴史やフレームを明確に把握するのは最良策かと

先史時代

農業社会

工業社会

情報社会

商店や中小企業のマーケティング屋が
なにをデカい話をするのかと思われるかもですが

AIの必然性
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コンピュタの歴史100年

1945〜1980年代は情報機器開発競争時代

1956年、最初のAI会議(ダートマス会議)

1990年代からPC時代へ、個人が情報機器

1994年、インターネット商用化

1970年代から産業ロボット時代、日本大躍進

2023年、チャットGPT登場 !! 今後20年、AI＆Robotics進展
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政府も経産省も、フィッシャー説を封印した

各社会の進化と激変 !!

以後、産業分類と段階成長説は、語られない

フィッシャーの産業分類と進化説は…

社会・産業の発展

産
業
従
事
者
数
比

第１次産業

第２次産業

第３次産業

政府,経産省など、1970
年くらいまで、この産業
分類を積極的に利用

モノを生産しない産業、
第３次産業が圧倒的に増
え、70％を超えた結果

フィッシャーは社会の
発展の中で、第１次より
第２次、さらに第３次
産業従事者が増えると提
言し、その通りに推移。



三次元産業発展説を提示 

京都府から受託した新産業、研究と学術都市構想で提示
1980年代前半のこと

自然
生活
＆
産業

第１次
産業

第２次
産業

第３次
産業

X
１

X２ X３

まず、第１〜３次産業を「X軸産業」と位置付ける
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第１〜３次産業を、X軸産業と位置付ける

第１次産業は、自然から原材料を作り出す（収奪, 収穫）

第２次産業は、原材料から必要な製品を作り出す（加工）

第３次産業は、製品を必要とする生活や産業へ届ける（流通）
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三次元産業発展説を提示.2 

高度成長期、分類不能な産業も現れてくる

自然
生活
＆
産業

X1 X２ X３

高度化する産業を
どう位置付けるか？

X軸・基本的産業

当時、付加価値産業とか、高感度産業とか言われていたが、それらの企業
を京阪奈丘陵に展開させるプロジェクトが京都府で起こり、高橋が受託

京阪奈文化学術研究都市構想が発足（西の筑波とも言われた）

新たな産業群を、Y軸産業と位置付ける



10Copyright © takahashi kenko&kikakujuku All rights reserved.

三次元産業発展説を提示.3 

高付加価値産業をY軸表現することに

自然
生活
＆
産業

X1 X２ X３

Ｙ2・ハイテク産業    
High tech industry

ハイテク

Y２
軸

Ｙ1・ハイタッチ産業
High touch industry

ハイタッチ

Y１軸

X軸・基本的産業

感性の究極

物性の究極

高い付加価値を持つ産業を、基本的産業の付加価値拡大と位置付け
Y軸展開をハイテク・ハイタッチ双方への展開特性を表現した

新たな産業群を、Y軸産業と位置付ける
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三次元産業発展説を提示.4

情報産業は、すべての産業局面に関わる産業

情報産業をZ軸に位置付ける

Z軸.情報産業

情報産業を
Z軸に位置付ける

X軸同様に
・情報素材
・情報加工
・情報流通

と３分類できる
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ライフワークは「情報社会とは何か？」

新たなビジネスの地平をライフワークに…

情報社会とは何か？

先史時代 農業社会 工業社会 情報社会 知識社会 統合社会

●BC8000年頃
農耕革命！

●1760年代
産業革命！

●1950年代
情報機器革命！

●2010年代
IT革命！

●2030年代
ロボット革命！

前期 ●開発時代
技術革命！

後期
●大衆化
量産,大衆化！

●BC3500年頃
生存革命！

●1910年代
生活革命！

●1990年代
PC革命！

●2020年代
AI革命！

●2040年代
統合革命！

1969年
先生の著書
「情報化社会」
に衝撃を受ける

しかし学者にな
る気はなく
ビジネスの現場
で情報社会とは
どうなるのかを
ライフワークに

企業内知的
部門をビジ
ネスにする
ことに

さらに…
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2025年以降、激動の時代にどうなるか？

次回は、情報社会とAIの話を…

情報社会、ビジネス、AIの行末は ?

トランプ米大統領の再登場で世界はどうなる？
トランプの関税爆弾が起こす、混乱とインフレ傾向

ウクライナ動向には常に注目しておくこと
トランプはすぐに終わらせると言っているが…

米中経済戦で、ビジネスは？ 情報社会は？ AIは？
情報社会の進化で、AIの比重は必須、急拡大 !!

AIそのものは、ずいぶん昔から利用されている
2023年にChatGPTが登場して驚かれたが……騒ぐことでもない



ご清聴、ありがとうございました

膨大な、１万事例近い増販増客成功事例報告

毎年30事例を収録したCTPTMarketingの
成功事例「増販増客実例集」16巻

企画.マーケティングで120冊超 !!
日本最大,最多の出力 !!

詳細にツール類なども収録した
さらに本格的で緻密な

「増販増客marketing実例集」18巻

膨大なノウハウが、あなたをバックアップ

互幸会議・主宰会社
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